
 

令和８年度 全国学力・学習状況調査及び市総合学力調査 

指導改善のポイント（小学校国語） 

 

 

１ 主な結果の概要 

  ○相手に伝わるように、理由や事例を挙げながら話の構成を考えることは概ね身につ 

いている。 

  △漢字を文の中で正しく使う力に課題がある。 

  △文章を読んで理解し、自分の考えをまとめる力に課題がある。 

  △出題形式においては「記述式」で課題が見られる。 

 

２ 課題のあった主な設問（全国学力・学習状況調査） 

 

【大問２三（イ）】 【文章の一部】の下線部を漢字を使って書き直す。 
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３ 指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回の市総合学力調査のものと同じ形式でお願いします。 

〇「話したいことマップ」や「分類カード」等を使って、どのような話題にするか

を考える時間を作ることで、伝えたいことを整理して話す力を養う。 

思ったり考えたりしたことを整理し、グループで話し合ってから発表する等の活 

動を行う。 

○「伝える相手」や「目的」に応じて書き方を工夫する学習を行い、短く分かりや

すく書く力を養う。 

身近な相手に伝える文と学校全体に伝える文を比べる活動や「短くまとめる」活 

動等を通して、伝えたいことを明確にする場面を設ける。 

○図表と文章の対応を確認しながら読む学習を行い、必要な情報を見つける力を養

う。 

文章と図表を照らし合わせながら読む場面を設け、対応する箇所に線を引いた

り、色分けしたりする活動を行う。 

○段落ごとの要点を整理する学習を行い、文章全体の要旨を捉える力を養う。 

意味段落ごとに見出しを付けたり、三部構成にまとめたりして、文章の構成を意

識させる活動を行う。 

領域別指導の重点 

・漢字の読み書きや文法について、文章の中での意味や使い方を確認するとともに、短

文作成や音読などを通して繰り返し活用する活動を取り入れる必要がある。 

・文章や資料、話し合いの内容を関連付けて必要な情報を整理し、目的や相手を意識し

ながら、表現の工夫や効果を考えて文章を書き直したり伝え合ったりする活動を取り

入れる必要がある。 

・文章を読んで理解したことを基に自分の経験に置き換えて考えるようにする必要があ

る。自分の経験と関わりのある筆者の事例を取捨選択し、自分の経験とどのような関

係があるかを整理し筆者の考え方と自分の考えを関連させながら再構成していくた

め、筆者の考えに共感するのか、違う考えなのか、これまでにない考えなのかを考え

ながら読むようにする必要がある。 

学習形態 

・音読、線引き、抜き出し、メモなどの学習活動を授業の中に位置付け、児童が目的を

もって主体的に学習に取り組む態度を育成する必要がある。 

・学習教材を声に出して読み、本時の学習内容を知ることで自分の課題を理解し、主体

的に学習に取り組む態度を育成する必要がある。 

・一人で考える時間を確保した上で、話し合いや発表を通して考えを共有し、多様な考

え方に触れながら理解を深める学習活動を充実させることが重要である。 

・自分の考えや感じたことについて、本文や資料のどの部分を根拠にしたのかを、ペア

やグループで説明し合う活動を通して、根拠を基に伝え合う力を育成する必要があ

る。 

・教科書内の語句、用語等は日頃使うことのないことが多いため、言葉を正しく理解す

るところから文章の正しい読みとりにつながるため、学級全体で共通理解する必要が

ある。 

授業展開や図書館との連携 

・教科書に出てくる言葉や語句について、意味や使い方を文脈の中で理解できるよう、

継続的に指導する必要がある。 

・自分の考えが相手に伝わるように表現を工夫したり、自分の考えをまとめたりできる

ようにする必要がある。文章の型や手順を追って終わる授業ではなく、相手や状況、

目的、意図や効果を意識し、相手によりよく伝わる表現を工夫できる学習指導の充実

が重要である。 

・学校図書館や学校司書と連携し、多様な本や資料に触れる機会を確保することで、児

童の読書活動や情報を活用する力の育成につなげることが重要である。 



令和８年度 全国学力・学習状況調査及び市総合学力調査 

指導改善のポイント（小学校算数） 

 

１ 主な結果の概要 

  ○基礎的な計算技能が概ね身についている。 

  ○伴ってかわる２つの数量の関係に着目し、グラフや表から必要な数量を見いだすこ 

とができている。 

  △根拠となる理由や求め方を式や言葉を用いて記述することに課題がある。 

  △単位量当たりの大きさや割合の意味を理解し、２つの数量の商を求めることに課題

がある。 

  △二次元の表から、条件に合う数を読み取ることに課題がある。 

 

２ 課題のあった主な設問（全国学力・学習状況調査） 

  【大問１（３）】 

   １立方センチメートルの立方体を３６個使ってできた直方体の体積を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四街道市で多かった誤答例 

・１４４ 

・９ 

・３６、１４４以外の４の倍数 

（正答の条件） 

 ３６と解答しているもの。 



３ 指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

児童の実態把握と単元構想 

・各単元の導入および節目において、情意面（学習意欲や学びへの実感）や既習事項

の定着状況を多面的に見取り、児童のレディネスに応じた指導方法や柔軟な学習形

態を計画的に実行していくことが重要である。 

・指導者が領域間・学年間を見通した系統的・構造的なカリキュラム理解を深め、児

童自身が単元を貫く「見方・考え方」のつながりを自覚できる単元構想を推進する

ことが重要である。 

授業展開と学習形態 

・児童の知的好奇心や課題意識を引き出すため、実物提示や ICT 機器、視覚教材を

効果的に組み込み、問題場面の本質を直感的に捉えさせる導入を工夫することが大

切である。 

・「本時のめあて」と「まとめ・振り返り」が連動する構造的な板書を構築し、児童

が学習の足跡を辿りながら自らの言葉で学びを言語化できる力を養うことが重要で

ある。 

・個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、習熟度に応じた個別支援やペ

ア・グループでの学び合いの場面を意図的に位置付け、集団全体の学力底上げと確

実な定着を図ることが大切である。 

「思考力・判断力・表現力」の育成 

・ 課題解決に向けた「見通し」を学級全体で明確にした上で、じっくり思考を深め 

る自力解決の時間を保障し、根拠をもった自らの考えを確立させることが重要であ 

る。 

・協働的な対話活動において、交流の目的や着目すべき観点を明確に設定するととも

に、図・表・数式などを適切に活用した説得力のある数学的表現力を育成すること

が重要である。 

領域別指導の重点 

・ 「数と計算」において、 数の概念や計算の意味・性質に対する深い理解を基盤と 

し、四則計算の確実な習熟を図るとともに、他者へ筋道立てて説明する表現力を育

むことが大切である。 

・「図形」において、具体物の操作、観察、ICT による動的シミュレーション等の体

験的な活動を通して、図形の構成要素や性質への着目を促し、見通しをもった作

図・求積や、根拠を明確にした論理的な思考・説明力を培うことが大切である。 
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令和８年度 全国学力・学習状況調査及び市総合学力調査 

指導改善のポイント（中学校国語） 

 

１ 主な結果の概要 

○文章の中心的な部分と付加的な部分について、叙述を基に捉えることができる。 

△目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することに課題がある。 

△複数の意見を参考にしながら、自分の考えをまとめて表現することに課題がある。 

△文章表現の工夫や効果について考え、自らの文章表現に生かすことに課題がある。 

 

２ 課題のあった主な設問（全国学力・学習状況調査） 

【大問４二】 国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」と同じような内容を表 

す別の表現を文章中から抜き出す。 

（中田智子「会話の表情を表わす擬音語・擬態語」による。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域別指導の重点 

・文章の内容を正しく捉えたり、必要な情報を関連付けて考えたりすることができる

よう、文章全体と部分との関係を意識して読む活動を充実させることが重要であ

る。また、文章中の叙述を基に内容を整理し、自分の考えを形成する学習活動を取

り入れる必要がある。さらに、目的に応じて必要な情報に着目し、内容を解釈する

力を育成していくことが重要である。 

・目的や条件に応じて自分の考えを適切に表現することができるよう、考えとその根

拠を関連付けながら書く活動を充実させることが重要である。また、文章の構成を

意識しながら、自分の考えをまとめたり書き直したりする活動を継続的に取り入れ

る必要がある。さらに、複数の情報や意見を参考にしながら、自分の考えをまとめ

て表現する力を育成していくことが重要である。 

・条件に応じて記述したり、自分の考えを根拠とともに文章で表現したりする活動を

充実させることが重要である。また、表現のよさや改善点について考え、それらを

自らの文章表現に生かすことができるよう指導する必要がある。 

学習形態 

・他者の考えや表現に触れながら、自分の考えを見直したり深めたりする学習場面を

設定することが重要である。 

・自分の考えをまとめる際には、考えとその根拠を区別して整理し、それらを関連付

けて表現する活動を継続的に取り入れる必要がある。 

・ＩＣＴを活用して考えや根拠を共有・可視化し、生徒同士が互いの考えを比較・検

討する場面を設定することが重要である。 

授業展開や図書館との連携 

・学習の目的や意義を理解し、自ら課題を見いだして学習に取り組むことができるよ

う、既習事項や生活経験と関連付けながら学習を進めることが重要である。 

・文章を読む際には、複数の情報を比較したり関連付けたりしながら考えを形成する

場面を設定し、自分の考えを深めることができるようにする必要がある。また、考

えと根拠との関係を意識して表現する機会を設けることが重要である。 

・学校図書館や学校司書と連携し、多様な文章や資料に触れる機会を確保すること

で、読書活動の充実や情報を活用する力の育成につなげることが重要である。 



令和８年度 全国学力・学習状況調査及び市総合学力調査 

指導改善のポイント（中学校数学） 

 

 

１ 主な結果の概要 

  ○図形や確率の基礎的な知識は概ね身に付いている。 

  ○与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができている。 

  △少数を含む四則計算や方程式等の基礎的な計算技能に課題がある。 

  △考えた理由や問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

  △記述式の問題について、正答率が低く、無解答率が高い。 

     

２ 課題のあった主な設問（全国学力・学習状況調査） 

  【大問３】 

四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ平行ＱＲを示すための根拠となる二つの角を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四街道市で多かった誤答例 

・∠ b と∠ e  を解答しているもの 

・解答類型にない解答を書いている。 

（正答の条件） 

∠ c と∠ f  を解答しているもの 



３ 指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態把握と単元構想 

・各単元の導入や節目において、学習に対する関心・意欲や既習事項の定着度を的確に

把握し、単元構成に応じた指導形態・手立ての柔軟な見直しを図ることが重要であ

る。 

授業展開と学習形態 

・既習事項との相違点や生徒自身の素朴な疑問を起点に問いを立ち上げ、自ら課題解決

に向かう主体的な学びの姿勢を引き出すことが重要である。 

・小学校での学びの接続（学習規律や思考の流れ）を意識した展開を工夫するととも

に、生徒と共に授業の在り方を振り返りながら、日々の授業の質的向上を図ることが

大切である。 

・生徒の理解度に応じた個別最適な学びを推進し、習熟度別の手立てや個別支援の時間

を意図的に位置付けることで、学年全体の確実な学力定着を促すことが重要である。 

「思考力・判断力・表現力」の育成 

・課題解決的な学びを軸とし、図表等を用いた視覚的整理や協働的な対話活動を通じ

て、多角的な視点から思考を深め・広げる力を育むことが重要である。 

・日常生活や数学的な世界の中から見いだした課題に対し、図・言葉・数式・表・グラ

フ等の多様な表現ツールを駆使して自力解決・共有する数学的活動を取り入れること

が大切である。 

領域別指導の重点 

・全領域共通で実社会・実生活と結び付いた具体的な内容を示し、理解を促すととも

に、量と割合の概念をはじめとする抽象的な内容を図示・モデル化して捉えさせるこ

とが重要である。 

・「数と式」において、数量関係を的確に立式・モデル化する力を培うとともに、デジ

タルドリル等を活用した個別最適なドリルワークにより、基礎的・基本的な計算技能

の確実な定着を図ることが重要である。 

・「図形」において、具体物の操作や ICT 端末による動的シミュレーションを取り入

れ、辺や角などの構成要素や定義・性質に基づき、「なぜその結論に至るのか」を論

理的に説明する習慣を確立することが重要である。 

 



令和８年度 全国学力・学習状況調査及び市総合学力調査 

指導改善のポイント（中学校英語） 

 

１ 主な結果の概要 

  ○日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を聞き取ったり、読み取ったり

することは、概ねできている。 

  △社会的な話題に関して読んだことについて考えとその理由を書くことに課題がある。 

  △日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある

文章を書くことに課題がある。 

△記述式の問題について、正答率が低く、無解答率が高い。 

 

２ 課題のあった主な設問（全国学力・学習状況調査） 

  【大問１０（２）】 

中学生のインターネット使用について書かれた英文を読み、書き手の意見に対する

自分の考えとその理由を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多かった誤答例 

条件①を満たし、条件②を満たさないで解答

しているもの 

（例） 

・ I think your opinion is good. I think 

students will find is very good. 

・I agree with you. I think paper dictionaries 

is more useful than internet. 

（正答の条件） 

次の条件を満たして解答している。 

① 書き手の意見に対する自分の考えを書いて 

いる。 

② ①の理由を書いている 

このように解答した生徒は、書き手の意見に対する自分の考えを書いているが、具体性に欠

けていたり、自分の考えとは反対の理由を記述していたりするなど、理由を書くことに課題

があると考えられる 



３ 指導改善のポイント 

生徒の実態把握 

・各単元の導入において、生徒がその単元に関する背景知識や既習事項をどの程度身に

付けているかを把握することが重要である。その上で、生徒の実態を踏まえ、既習事

項をどのように活用させながら、単元を通してどのような知識・技能や表現力を身に

付けさせたいのかを明確にし、指導に生かしていくことが求められる。 

授業展開と学習形態 

・既習事項と新たな学習内容との違いを生徒自身が捉え、既習事項を生かしながら、ど

のようにすれば相手に分かりやすく伝えることができるのかを思考することができる

ような学習展開が重要である。  

・生徒の言語活動を充実させるために、目的・場面・状況を明確に設定し、実際のコミ

ュニケーションを意識しながら、伝える内容や表現を工夫することができる学習活動

を設定することが重要である。 

・発表等の言語活動を行う際には、まず個人で考えたものをペアで考えや表現を確認

し、その後グループで意見を交流するなど、学習形態を工夫することが重要である。

さらに、他者の意見や表現を参考にして自分の考えを再構築する時間を設けた上で、

再度全体で発表するなど、学びの過程を往還させることが求められる。こうした学習

形態の工夫を通して、生徒が他者との関わりの中で考えを深め、表現をよりよいもの

へと改善しながら、自信をもって言語活動に取り組めるようにすることが重要であ

る。 

領域別指導の重点 

・読む目的に応じて文章の要点を捉えた上で、内容に対する感想や賛否、自分の考えな

どを話したり書いたりして表現するなど、複数の領域を統合した言語活動を行うこと

が重要である。その際、単に自分の考えを表現するだけでなく、「なぜそのように考

えたのか」という理由や根拠を明確にして伝えることを意識させることが大切であ

る。また、生徒の発話に対して教師が「なぜそう考えたのか」「その理由は何か」な

どと問い返すことで、生徒が自分の考えを深め、理由や根拠を加えて表現することに

つなげることが効果的である。こうした言語活動を継続的に行うことで、目的や場

面、状況に応じて情報を整理し、自分の考えを形成するとともに、それを適切に表現

する力を育成していくことが求められる。 

・自分の考えや気持ちを英語で書く言語活動を継続的・計画的に取り入れることが重要

である。 

・聞いて得た知識や情報をメモに整理し、それを基に内容を口頭で要約して伝えたり、

特に印象に残った内容や興味をもった情報について自分の考えを加えて伝えたりする

活動を充実させることが重要である。また、聞いた内容について、自分がなぜそのよ

うに考えたのか、簡単な理由や根拠、具体例などを示して伝えたり、相手に質問した

りするなど、聞いた情報を基に思考し、他者とやり取りする活動に取り組むことが必

要である。 


